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 直径、本数、材積の成長モデル 
 前章で得られた相関式に基づき、地位指数曲線別に、林齢に対する平均胸高直径、平均単

木材積、ha 当たり本数、ha 当たり材積を示す曲線を作成した。 
 図 5.30～図 5.38 にそれぞれの地域での結果を示す。 
 全体的に、直径・材積については今回作成した地位指数曲線別の成長曲線により、おおむ

ね現実林分における林齢にともなう変化の傾向と、地位等による林分ごとのばらつきを反

映できていると思われる。 
ただし、ha 当たり本数と林齢の関係については、現実林分での本数のばらつきが大きく、

今回の成長曲線では十分に反映できていない可能性がある。また植栽後一定年数を経てか

ら自己間引きにより本数が減り始める、といった現実林分での一般的な経年変化と矛盾が

ない回帰曲線にはなっていない。 
ha 当たり材積と林齢の関係についても、ヒノキ B やカラマツ B を除き、現実林分の材積

のばらつきを十分に表現できていない。これは、ha 当たり本数と林齢の関係と、同様の傾

向といえる。
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 スギ A グループ（富山、長野北部、岐阜北部） 

 

図 5.30 スギ A グループの地位指数曲線（直径、平均単木材積、ha 本数、ha 材積） 
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 スギ B グループ（岐阜南部、愛知東部、長野南部） 

 

図 5.31 スギ B グループの地位指数曲線（直径、材積、本数） 
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 スギ C グループ（愛知西部） 

 

図 5.32 スギ C グループの地位指数曲線（直径、材積、本数） 
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 ヒノキ A グループ（岐阜、愛知東部、長野北西部） 

 

図 5.33 ヒノキ A グループの地位指数曲線（直径、材積、本数） 
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 ヒノキ B グループ（長野東部） 

 

図 5.34 ヒノキ B グループの地位指数曲線（直径、材積、本数） 
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 ヒノキ C グループ（愛知西部） 

 

図 5.35 ヒノキ C グループの地位指数曲線（直径、材積、本数） 
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 カラマツ A グループ（長野北部） 

 

図 5.36 カラマツ A グループの地位指数曲線（直径、材積、本数） 
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 カラマツ B グループ（長野南部） 

 

図 5.37 カラマツ B グループの地位指数曲線（直径、材積、本数） 
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 カラマツ C グループ（富山、岐阜） 

 

図 5.38 カラマツ C グループの地位指数曲線（直径、材積、本数）  




